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東九州道（蒲江～県境）沿線に”さくら”
～２年後春の供用に向け地域で桜を植樹～

　３月１３日（日）、佐伯市蒲江大字野々河内地区の
秋葉山において、植樹祭があり、ソメイヨシノ、ヒガン
ザクラなど６種類の苗木１８０本とツツジ２４０本を植
樹しました。
　当該地区の秋葉山は東九州道の蒲江ＩＣ（仮称）に
隣接し、周辺が一望できる小高い山です。
　秋葉山への桜の植樹は、野々河内地区住民が東
九州道の蒲江～県境間の完成に向け地域を盛り上
げるために「さくらの会」に申請し、幾度の委員の視
察を経て実現したものです。

　当日は佐伯市副市長、森林組合長、国土交通省の
他、地元住民や東九州道の工事業者、関係者など
約１００名が植樹祭に参加。
　久野佐伯河川国道事務所長は「東九州道建設には
地元の協力が不可欠。蒲江ＩＣの完成による地域の
活性化を期待します。」と挨拶。
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▲蒲江IC（仮称）周辺が一望できる秋葉山

　現在、蒲江ＩＣ（仮称）の沿線でも景観に
配慮し桜の木を４本植樹していますが、今
後も蒲江ＩＣ（仮称）から国道３８８号線まで
のアクセス道路においても「自治体や地域
住民と連携し、桜並木を。」などと話が盛り
上がっているところです。
　東九州道（蒲江～県境間）の工事着手状
況が約９９％となり、完成の形が地域にも
みえるようになり、さらなる地域の盛り上が
りを期待します。

▲平成２５年春の供用時期には満開の桜が･･
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